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次世代エネルギー対策調査特別委員会記録 
 

○開催日時 

平成２６年９月１６日 午前１０時～午後１１時５９分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（８人） 

   委 員 長  森 永 靖 子 

   副委員長  持 原 秀 行 

委  員  江 口 是 彦 

   委  員  大田黒   博 

委  員  宮 里 兼 実 

委  員  今塩屋 裕 一 

委  員  徳 永 武 次 

委  員  下 園 政 喜

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員 

   議  員  川 畑 善 照 

   議  員  杉 薗 道 朗 

   議  員  新 原 春 二 

議  員  谷 津 由 尚 

議  員  小田原 勇次郎 

議  員  森 満   晃 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   新エネルギー対策監  松 枝 賢 治 

    

新エネルギー対策課長  久 保 信 治 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   事 務 局 長  田 上 正 洋 

   課 長 代 理  南   輝 雄 

主幹兼議事グループ長  瀬戸口 健 一 

議 事 グ ル ー プ 員  柳   裕 子 

───────────────────────────────────────── 

○調査事件 

次世代エネルギーによる地域開発及び雇用創出に関する調査 

・ これまでの次世代エネルギーに関する取組について 

───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（森永靖子）ただいまから次世代エネ

ルギー対策調査特別委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付してあります審

査日程により審査を進めたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。

現在のところ、傍聴の申し入れはありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可いたします。 

────────────── 

△次世代エネルギーによる地域開発及び雇

用創出に関する調査 

○委員長（森永靖子）それでは、次世代エネル

ギーによる地域開発及び雇用創出に関する調査を

議題といたします。 

 これまでの次世代エネルギーに関する取り組み

について、当局に説明を求めます。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）おはよ

うございます。新エネルギー対策課でございます。 

 それでは、委員会資料で御説明いたします。こ

れまでの取り組み、実績について御説明いたしま

す。 

 まず、年表形式で整理しておりますので、読み

上げてまいります。 

 平成２３年１０月１日、向野新エネルギー対策

監を派遣していただきまして、関係課長らで構成

する庁内横断の新エネルギー対策プロジェクト

チームを設置いたしました。あわせて、企画政策

部内に新エネルギー対策課を設置しまして、３名

体制でスタートしております。 

 それから、平成２４年３月２９日、ＰＨＶ（プ

ラグインハイブリッド車）を県内初めて公用車と

して導入しております。これが初めての実績とい

えます。 

 １０月１日からその間、有識者、企業回りをい

たしまして、平成２４年４月２６日、次世代エネ

ルギービジョン策定委員会を設置しております。

以来、平成２５年まで９回開催しまして、皆様に

も御説明しましたビジョンと行動計画をつくって

いるところでございます。あわせまして、薩摩川

内市を含む発起団体９団体により、導入促進協議

会を設立しております。 

 同年５月７日、鹿児島大学と次世代エネルギー

に関する協定を締結し、９月の２６日には、小鷹

井堰地点らせん水車導入実証事業を経済産業省の

補助事業として採択していただいております。 

 １０月５日には、市内第１号となるメガソーラ

（九州おひさま発電 寄田発電所）が竣工してお

りまして、これらにつきましては市内企業を活用

していただいておりまして、初めての経験がかな

り生かされておりまして、市内企業が九州の南の

地区あらゆるところに、実績として工事や測量に

回ってるということになっております。 

 それから、１０月３１日ですが、小鷹井堰地点

らせん水車導入実証事業に関し、日本工営と基本

協定を締結し、平成２７年３月完成予定で進めて

いるところでございます。 

 平成２５年１月１８日には、まち・住まい・交

通の創蓄省エネルギー化モデル事業に採択されま

して、北は函館、弘前、それから関東では筑波、

中国では倉敷、九州では薩摩川内ということで、

５地域を先進的なモデル地域ということで選定し

ていただいて、今までもずっと国交省としてはサ

ポートしていただいてるところでございます。 

 第１号としましては、３月１５日に、超小型モ

ビリティ導入促進事業に採択されまして、２０台

の超小型モビリティの補助事業に採択されており

ます。それから、地域交通グリーン化事業という

ことで、電気バスについても国交省に採択されて

おります。 

 同年３月２６日に、先ほど申し上げましたビジ

ョン策定委員会において、次世代エネルギービジ

ョン及び行動計画を取りまとめて、市長へ提出し

ております。 

 それから、６月１日でございますが、ビジョン

及び行動計画に基づく事業を着実に推進するため、

ビジョン策定委員会を中心に「次世代エネルギー

ビジョン推進会議」というものを設置しまして、

今後もサポートしていただいてるとこでございま

す。 

 ７月２２日には、公共施設の屋根貸しによる太

陽光発電事業の企画提案募集を開始しました。

３事業者から３３施設の提案があり、現在までに

２事業者４施設と締結しております。今、あと



－3－ 

１事業者についても締結する見込みでございます。

鹿児島市を初め、複数の自治体から問い合わせが

あり、鹿児島市も全く同じようなやり方で公共施

設の屋根貸しを進めているということで、他の市

の見本になった施策でございます。 

 ページをめくっていただきまして、平成２５年

８月１日でございます。暑い中でございましたが、

甑島において、ＥＶレンタカー３台及び超小型モ

ビリティの導入実証実験を開始しているというこ

とで、向田公園で試乗会をしたのが、ちょうど

１年ちょっと前ということでございます。 

 それから、１０月の１８日ですが、「分散型エ

ネルギーインフラ」プロジェクト導入可能性調査

事業、これ長いですが、総務省のモデル地区とし

て、全国で３１団体、県内では長島町と本市が選

ばれて可能性調査を実施したところでございます。 

 同月の２１日、東京大学デジタルグリッドコン

ソーシアムと産学官連携デジタルグリッド実証実

験に係る基本協定を締結しております。 

 それから、同月の３０日、九州電力スマートグ

リッド実証設備が完成しておりまして、その後、

実証実験を進めているところでございます。 

 それから、同年の１１月１５日ですが、薩摩川

内市で吉本興業をＰＲの媒体として、“笑エネ×

生エネ”発見隊という形で、エネルギーに対する

普及啓発を県内の自治体としては初めて実施して

おります。 

 それから、同年の１２月の２０日ですが、九州

大学と再生可能エネルギーによる地域防災機能強

化に関する共同研究に係る契約を締結しておりま

す。 

 それから、平成２６年２月３日ですが、防災機

能強化事業としまして、総合運動公園太陽光発電

所が運転開始となっております。この事業につき

ましても、非常に全国では珍しい事業ということ

で、たくさんの方から問い合わせがございますし、

視察もあるというものでございます。 

 同月の２２日には、次世代エネルギーフェアと

生涯学習フェスティバルをタイアップしまして、

たくさんの来場がございました。２万人の来場者

を記録しております。 

 同月の２４日には、中越パルプ工業と木質バイ

オマス発電所について、立地協定を締結しており

ます。これは、来年の１１月に運転開始というこ

とでございます。中越パルプさんも、このビジョ

ンをつくる際の委員になっていただいておりまし

て、最初は太陽光発電をつくるところから入りま

して、最終的に、一番得意でございます木質バイ

オのところに着手していただいたというところに

なっております。 

 続きまして、３月の２８日ですが、平成２４年

１２月施行、これは、都市の低炭素化に関する法

律という法律に基づきまして、このビジョンを形

を変えた形で低炭素まちづくりというものを策定

しております。 

 同年の４月２日には、川内駅から川内港までの

シャトルバスを運転開始しておりまして、４日に

は、ＦＭさつませんだい「おはよう！次世代エネ

ルギー」と題しまして、毎週金曜日８時から８時

半まで、普及啓発ということで、私どもや関係す

る企業の方々に出演していただいて、繰り返し繰

り返し、我々の取り組みを啓発という形で公表し

てるとこでございます。 

 同年の６月１８日には、スマートハウスの上棟

式、７月１日には、スマートグリッド実証実験の

一環としまして、市民モニターという形で

２３０世帯に、電力量の見える化端末などをつけ

て実証実験を開始しております。 

 それから、８月１８日には、大きな事業だけで

はなくて、地域活性化の一助をなすということで、

川内商工高校と市比野温泉活性化協議会のメン

バーの皆様とタイアップしまして、マイクロ水力

発電によるＬＥＤイルミネーション点灯式を実施

しております。 

 第２弾としましては、今週の９月１８日に、市

比野小学校と川内商工高校、それから市比野温泉

活性化協議会で、太陽光による調理ソーラークッ

カーというものをつくりまして、実習をして学ぶ

といったことと、それからソーラーによる船を浮

かべてみると。プールで浮かべてはどうかという

ふうなことを、今、実施しようとしております。 

 ８月２３日には、ゆるっとバスの次世代エネル

ギーコースも運転開始しておりまして、９月の第

１回目につきましては、１４人定員のところで

１１名の方が参加していただいて、遠くは久留米

市からも参加してこられました。 

 それから、９月４日には、御案内のとおりス

マートハウス竣工式が開催されまして、一般公開
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は１０月１日となっております。 

 以上のように、主な実績としまして、年表方式

で報告をいたしました。 

 それでは、参考資料で３ページをごらんくださ

い。これまでの歩みをさらに実績として詳しく御

説明します。 

 まず、スマートハウス関連費用についてでござ

います。 

 この費用を御説明する前に、まず目的を説明し

ますと、このビジョンと行動計画をつくる際にお

いて、委員、それから意見交換会での地域住民の

方からの意見で、エネルギーのスマート化という

のはよくわかりづらいので、見学できたり、体感

できるような施設をぜひつくってほしいというこ

とがございましたので、そういった施設をつくろ

うということで予算化したものでございます。 

 ただし、見学だけの施設にならないように、イ

ベント等をしながら、多様な体験ができるような

施設にしていきたいということで目的はなってお

ります。例えば積水ハウスだとか、大和ハウスさ

んみたいなようなスマートハウスはございますが、

それらを体験されるについては、行かれたら、ま

たセールスが来るのではないかとか、そういった

ことで、なかなか見に行きにくいということがあ

りますので、市民が気軽に入れる施設であるとい

うことが大事だということとしております。 

 さらに、市内企業の方は、これに協賛すること

で、自分たちでもできると、皆さんどうぞという

形で、市民の方々をお連れになって、そこで商談

なさったりということができるような施設になっ

ております。 

 ですから、スマートハウスの定義ちゅうのは、

たくさんございますが、薩摩川内市のスマートハ

ウスはフル装備になっておりまして、いろんな施

設が組み合わされております。ですから、ガスで

あったり、電気であったり、エネファームであっ

たり、地中熱であったりということで、いろんな

ものが備わっております。それをどちらかという

と引き算で皆さん選択していただくと。これとこ

れの組み合わせをしていただきながら見ていただ

くというような施設になっております。これが薩

摩川内市のスマートハウスのコンセプトになって

おります。 

 それでは、建設費用について御説明しますと、

このあいだ、新聞報道でありました６,８００万の

内訳を言いますと、これは予算ベースでございま

して、設計費が１,０００万、建物が５,５００万、

そして一番下にございます東京大学との実証実験

が３００万、合わせますと６,８００万となります

ので、１,０００万、５,５００万、３００万で

６,８００万ということで説明しております。これ

は予算ベースで御説明しております。南日本新聞

には、この下の３００万を抜いて６,５００万とい

う報道もあったようでございます。 

 建設費用の今書いてあります表の中は、今まで

９月８日現在の実績ベースで書いてございます。

まだ完成していない駐車場の整備等を加えていき

ますと若干変わっていきますが、委託料につきま

しては１,０００万程度、工事請負費につきまして

は５,０００万円という形になっておりまして、さ

らに駐車場整備、それから周りの外構を加えてい

きますと、約３００万程度がプラスになりまして、

合計では６,３００万円が事業費となろうかと思っ

ております。 

 下のデジタルグリッドを足しますと６,６００万と

いうことになりますが、これは実証実験ですので、

事業費ベースでいきますと６,３００万というのが

実績でございます。関連企業の方から無償貸与、

それから無償譲渡といった形、それから施工協力

といった形で、１３企業６団体の方から協力をい

ただいております。これは、定価ベースでいきま

すと２,５００万から３,０００万円程度というこ

とになりますので、合計では９,０００万から

８,５００万ぐらいが総事業費になろうかと思いま

す。 

 これにつきましては、非常に高いのではないか

という御意見もいただいておりますが、他市の事

例を３事例ほど御紹介します。 

 霧島市が城山の家ということでつくっておりま

す。これが４８坪で、エネファームはございます

が、地中熱とか、蓄電池はない、同じようなハウ

スですが、事業費で９,８００万かかっております。 

 それから、水俣市ですが、３０坪で、こういっ

たエネルギー施設がない、伝統的な昔ながらのつ

くりにすることで、風とか、空気を得ようという

ようなエコハウスになってますが、建物３０坪で

６,０００万円と事業費はなってます。 

 それから、飯田市です。非常にこれはエネル
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ギーの町として先進的な町ですが、こちらにつき

ましては、３８坪で１億円ということになってま

す。建物だけでいきますと６,２００万、あとの

３,８００万がペレットストーブであったり、太陽

熱であったり、ＯＭソーラーといった空気と床下

熱を循環させるという、空気を循環させるという

ような施設でございます。地中熱は使わずに、空

気の熱を使った通常のエアコン、ヒートポンプで

やっておりまして、総事業費が１億円ということ

でございます。 

 比べますと、私どものところは６,３００万とい

うことでございまして、公共事業に照らし合わせ

てみても大体同じぐらいということになっており

ます。総事業費は、寄附とか、施工協力を加えま

すと９,０００万円からということになりますので、

全体と同じぐらいとなっておりまして、他の市は

３分の１といった国からの補助事業をもらってい

らっしゃいますので、市の一般財源としましては

大体同じぐらいの負担という形で施工されてると。 

 ただし、他の市は補助事業をいただいてますの

で、いろんな制約がございますが、我々のところ

は市内の企業の方の御協力でできていますので、

いろんな方々と一緒に施工したということで、他

市にはないスマートハウスということとなってお

ります。 

 今後は、じゃあ一体全体どれぐらいのランニン

グコストがかかるんだろうかということが課題に

なってきますので、単純に見学だけではなくて、

いろんなイベントを打ちながら、光熱費がどれぐ

らいかかるかどうかというものもお示ししながら、

市民の方々が判断できるような材料にしていきた

いと思っています。 

 例えば、協力企業の７番ですが、南国殖産さん

の太陽光発電１０.３キロにつきましては、１０キ

ロを超えておりますので、全量売電としておりま

す。大体一月６万程度の売電収入が２０年間続く

ということもお示ししながら、以前、委員からも

質問がありました、ローンゼロ円住宅といったよ

うな仕組みというのは、こういう仕組みで太陽光

を設置されてるんですよということで、光熱費に

係るものと、この売電収入がどういうふうな関係

になるか、今後、実証実験という形でお示ししな

がら進めていきたいと思っております。 

 スマートハウスにつきましては、以上で説明を

終わります。 

 続きまして、４ページでございます。甑島ＥＶ

レンタカー導入と超小型モビリティ導入実証事業

でございます。 

 レンタカー３台についてのレンタルと公用車の

実績でございます。シェアリングの実績でありま

す。レンタカーについての使用のほうが約３倍程

度あるということでございます。走行距離につき

ましては、１万１,９６６キロ、これをリッター

１４６円で計算をしましたところ、燃料代金につ

きましては１０万円程度の削減、ＣＯ２につきまし

ては８８５キロ。これわかりづらいので御説明し

ますと、大体ブナの木１本が１１キロ、１年間に

ＣＯ２を吸収するそうです。ですから、ブナの木を

８０本、甑島に植えたのと同じぐらいのＣＯ２削減

効果があったということでございます。 

 それから、超小型モビリティでございますが、

レンタカーとして８台、支所に４台、地区コミに

８台導入しております。導入効果としましては、

走行距離で２万５,９３１キロ、燃料代金につきま

しては２２万５,６００円、それからＣＯ２につき

ましては３,３０８キロということで、ブナの木、

先ほどの１年間に吸収するブナの木の本数に換算

しますと、３００本の削減効果があったと。です

から、甑島に３００本、ブナの木を植えたのと同

じようなＣＯ２削減効果があったということであり

ます。 

 さらには、実際、車は４人乗りであったり、

６人乗りであっても、１人で乗るケースというの

が約６割だそうです。そういう方々がこういう

１人乗りに乗るということで、さらに削減効果が

あったのではないかということであります。 

 以上で、ＥＶレンタカー導入実証事業について

の説明を終わります。 

 続きまして、５ページでございます。薩摩川内

市の主なエネルギー関連施設、これは、私どもの

ホームページに載ってるものでございます。 

 ホームページに載ってないものであっても、た

くさんの、今、太陽光発電が出ておりますが、そ

れぞれに承諾を得たり、向こうの方々が掲載して

くれといったものを掲載しておりますので、今後

はまた積極的に声をかけたりしてふやしていきた

いと思いますが、現在のところ、太陽光で１万

４,７２２となっておりますが、実は５０キロ未満
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のものを加えますと、もっとたくさんあると思い

ます。そういったものを集計するのは、今のとこ

ろできていないということで、個人情報等にもな

っておりますので、なるべく見かけましたら声を

かけて、こういうふうな形でＰＲしていきたいと

思います。 

 風力発電につきましては、甑島に以前から

２５０キロワット、それから原子力発電所につき

ましては８９万が２基、次のページになりますが、

火力発電所につきましては、川内発電所と甑島第

一発電所ということでございます。 

 それから、建設中でございますが、風力発電が

柳山ウインドファームで１２基、２万７,６００キ

ロワットアワーが１０月１日から運転開始となっ

ております。 

 それから、長く、まだ実証実験が続いて、もの

が設置できておりませんが、小鷹井堰地点らせん

水車導入実証事業の設備につきましては、来年の

３月を完成目標として、今、進めているというこ

とであります。農繁期を外れる１０月の後半ぐら

いから水路の工事に入って、２月末ぐらいまでに

は完成したいというふうな考え方でございます。 

 それから、バイオマスですが、中越パルプ工業

がバイオマス発電ということで、２万３,７００キ

ロワットアワーを来年の１１月に完工するという

ふうになっております。 

 こういった施設が市内にたくさんございまして、

市内にはエネルギーのパビリオンといったような

形で、ないものは地熱ぐらいでありまして、問い

合わせや視察もかなり多くなっております。先々

週は早稲田大学の理工学部の生徒さん、それから

先生方が視察に来られて、私どもが案内したとい

うことで、結構、薩摩川内市もＰＲ効果にはなっ

ているのではないかなと思ってるとこでございま

す。 

 続きまして、７ページが総合運動公園の太陽光

発電の発電状況でございます。 

 今年の２月から発電を開始しておりますが、

３月からの実績ということになります。５月分か

ら単価が変わっておりますが、これは消費税が変

わってるということで、４０円に５％が４２円、

５月からは４０円に８％で４３.２円という形で売

電価格は変わっております。売電実績につきまし

ては、約３００万円程度ということで、現在のと

ころ合計で２,２３３万５,８９６円ございます。 

 御案内のとおり、８月は記録上珍しいというこ

とで、冷夏であったということで、いつもの年よ

りも落ちているということでございます。ですか

ら、３００万に到達しておりません。そういった

状況であります。 

 それから、支出のほうは、リース料とパワコン

の電気料金ということになりますので、それを差

し引いたもので、現在のところマイナス３８万

１,５２０円となっております。このマイナスは、

８月分がかなりマイナスになってるのがきいてる

のではないかということでございますが。当初御

説明しましたイニシャルコストにつきましては、

限りなくゼロにするような施設をつくりながらも、

防災機能強化を図っていくというようなことが、

今のところ可能になってるということでございま

す。 

 ちなみにでございますが、下の星印のところで、

星の２のところであります。このリース料金につ

きましては、１５年までは３０５万１,０００円に

税金となっていますが、１６年から２０年につき

ましては、４５万３,０００円に税となりますので、

あとの５年間はリース料は下がるような計算にな

っておりますので、多少の変動があったとしても、

限りなくゼロにというか、プラスになるのではな

いかという見通しを立ててるとこでございます。 

 続きまして、８ページをごらんください。５番

の公共施設の屋根貸しによる太陽光発電事業の実

施状況でございます。 

 今、２事業者と契約を結んでおりますが、薩摩

川内市のこの屋根貸しの特徴といいますのは、右

から、事業者の左側にあります、２番目のとこで

すが、非常用電源をつけてくださいといってあり

ます。ですから、災害時、停電になった場合にお

いては、太陽光から電力を供給してくださいとい

うことになっておりまして、目的としましては、

公共施設の有効活用ということと、屋根の上の

２０年間のメンテナンスを事業者に見ていただき

たいということで、我々としても非常に有効活用

できてるというふうに考えています。 

 さらに、市内業者につきましては、雇用の安定

につながるような事業ができるということでござ

います。さらに、先ほど言いました特徴というと

ころの非常用電源があるということで、地域の
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方々について貢献してる、防災について貢献して

るというものでございます。 

 さらには、南国殖産さんにつきましては、見え

る化、見せる化というような形のテレビをつけて

いただきまして、学校の教室に－理科室でした、

理科室のほうに太陽光の仕組み等を見せるという

ような見せる化もつけていただいてるとこでござ

います。 

 以上で説明終わります。 

 続きまして、６番の９ページでございますが、

地球にやさしい環境整備事業補助金でございます。 

 ２３年度から始まりまして、今、２６年度とい

うことでございます。家庭用燃料電池、充電設備、

家庭用蓄電池ということで枠を広げておりますが。

今のところ、家庭用燃料電池につきまして１件が

あるのみで、まだふえておりませんが、充電設備

については問い合わせもあり、蓄電池についても

問い合わせがありますので、今年度は件数がある

ものだと思っております。 

 例えば、この家庭用燃料電池－ガスでお湯を

沸かしながら電気をつくるというようなものでご

ざいますが。この方にどれぐらいの光熱費がかか

るか聞いてみましたところ、夏は７,０００円ぐら

いだそうです。７,０００円ぐらいに、プラス電気

代、クーラーがかかるので、クーラーが２万円程

度、電気代が２万円程度かかるということで、

３万円ぐらいかかると。冬場は、暖房は全てこの

エネファームで床暖房だったりでやりますので

２万５,０００円程度、ガス代がかかるが、電気代

が非常に少なくなりますということで、同じよう

に３万円程度で１年間暮らしていけますというよ

うな御回答をいただいております。こういったこ

ともスマートハウスには生かして説明をしていき

たいと思っております。 

 続きまして、１０ページでございます。７．次

世代エネルギーウエブサイトのアクセス件数でご

ざいます。 

 ２４年の２月からホームページを開設しまして、

今、ホームページのアクセス件数をごらんになっ

ていると思います。合計で１９万１,１１０件とい

う、これ９月８日現在です。それから、同時にフ

ェイスブックも開設してまして、今のところ「い

いね！」は３３５件ですが、アクセス件数という

のが、そのフェイスブックではリーチと言います

が、大体一つの事柄を出しますと、７００人の方

が見ていただいてるということで、７００リーチ

ぐらいございます。その中で大体４０人の方ぐら

いが「いいね！」というふうな形で押していただ

いたり、コメントをいただいてるというような状

況でございます。 

 続きまして、１１ページが、エネルギービジョ

ン、行動計画をつくりながら、出前講座、講演、

意見交換会、勉強会を含む実績状況でございます。 

 鹿児島大学、ポリテクカレッジ、純心女子大学、

川内商工高校、川内高校、れいめい高校といった

ような学校、それから地区コミュニティ協議会、

青年会議所であったり、何々会といったような会、

それから建築の会であったり、電気の会であった

りというような会、その他、有志の会などで御説

明しておりまして、１３ページまで書いてござい

ます。 

 現在のところ、１０８回、延べ人数で

３,７８４名の方とお話をして、意見交換しており

まして、いただいた意見につきましては、意見ご

とにまとめましてマトリックス表をつくり、今後

の施策に生かしていこうということとしています。

これにつきましては、我々の施策の忘備録という

形にして、今後のエネルギー推進のための施策に

役立てようというふうな考え方で今後も続けてま

いりたいと思います。 

 その他でございますが、書いてございませんが、

非常に講演とかいうのの依頼がありまして、昨年、

熊本のシンポジウムで話をしましたり、あしたか

らでございますが、東京ビッグサイトで１７日に

１回、１８日に１回、イーベックスという延べ

３万人が来られるような大きなイベントがござい

ます。そこで薩摩川内市、私のほうが２回講演を

することになってます。大きなＰＲの場になりま

すので、大きく薩摩川内市をＰＲしていきたいと

思っております。 

 それから、１９日には環境省で話をすることと

なっておりまして、さらには１０月に入りますと

全国地方自治研究会、これは佐賀でございますが、

３,０００人規模の分科会のほうで発表するという

ようなこととなっています。全国から視察等の呼

び込みもあり、非常に実績も上がってると感じて

るところでございます。 

 では、次のページをごらんください。最後の
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ページになります。出前授業というものを実施し

ておりまして、平成２４年度から開催しておりま

す。 

 平成２４年度につきましては、最初でしたので、

なかなかカリキュラムを１年前から組み込むとい

うことで実施ができなかったんですが、２５年か

らは、１年前のカリキュラムを組まれる前から話

をして進めておりまして、現在も、お呼びがかか

ってるところでございます。現在のところ１４校

で説明しております。 

 さらには、おもしろい取り組みとしまして、企

業の方々の親子に説明する取り組みはおもしろい

のではないかということで、京セラさんからお声

がかかりまして、京セラさんの工場の社員、それ

から子どもさんに向けて、１６家族４１名の方に

薩摩川内市の取り組みを説明しながら出前授業を

したということとなっております。こういうよう

な取り組みというのは、非常におもしろい取り組

みじゃないかということで、今後も進めていきた

いと思っております。 

 最後に、資料はございませんが、まとめますと、

大学につきましては、鹿児島大学、東京大学、名

古屋大学、九州大学、ポリテクカレッジ、それか

ら高校におきましては商工でありますといったよ

うな、大学、高校との連携、それから実証事業に

つきましては、ＥＶレンタカーであったり、超小

型モビリティ、共同実証につきましても、三つの

実証。さらに今、甑島の蓄電池実証を入れますと

三つの実証、共同研究につきましては、総務省で

あったり、九州大学との連携といったような形で、

どんどん今、進めているところでございます。 

 以上で、これまでの次世代エネルギーに関する

取り組み、実績について説明を終わりたいと思い

ます。よろしく審査賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○委員長（森永靖子）ただいま説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（徳永武次）まだ試算されてないかもし

れないんですが。途中までは話が出とったんです

けど、スマートハウスの売電も含めてランニング

コストを言われたんですけど、大体どれぐらいの

年間の見込みをされてるんですか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今のと

ころ、売電収入というのが月５、６万ということ

でなります。ガスが、先ほど聞きましたところ、

夏場で７,０００円、冬場になりますとさらに上が

るということなんですが。地中熱を使っておりま

すので、地中熱の観点から、ガスにつきましては、

大体１万円程度ぐらいになるんではないかと今の

ところ見込んでおります。 

 地中熱につきましては、電気代になりますので、

電気代を含めまして、その５、６万以内におさま

るのではないかということで、太陽光が発電して

支出するお金で、光熱費は全て賄えるのではない

かという計算、もしくはプラスになるのではない

かということで、今、計算を入れております。ま

だやってみてないのでわからないとこでございま

す。 

○委員（徳永武次）スタッフも入られるわけで

すよね。職員とか、そういうのはどうなんですか

ね。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）とりあ

えず１０月１日から見学施設ということで条例化

していただいておりますので、我々が直営で行っ

たり、それからイベント業務を発注してますので、

その方がいたりということで、必ず人がいるよう

に、スタッフがいるということになります。 

○委員（江口是彦）次世代エネルギーについて

は、非常に薩摩川内市は先進地というか、非常に

マスコミでも取り上げられたりして。私も委員と

して２年間いろいろ見せていただきながら。なか

なか把握できてない部分もいっぱいあるんですが。

実証事業とか、実証実験という形で進められてい

ることに見えるように、今後の施策としてどう見

えてくるのかなというのが大事なんだろうと思う

んですけど。産学官の提携の中で、一つ、大学と

の協定を結んだり、提携をされてると。鹿児島大

学、九州大学、東京大学、それから今、名古屋大

学というのもお聞きしましたが。スマートハウス

については東京大学と提携されて、３００万でし

たよね、委託料を出されてしてるというのをお聞

きしましたけど。ほかの具体的な事例等があった

ら。例えば鹿児島大学とどう、一番最初、早くか

ら協定を結ばれていましたので、具体的にはどう

いうことをされているのかというのがあったら教

えてほしいんですけど。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）鹿児島

大学さんとは、もう早くから協定を締結して、情
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報交換といったものから、何ができるだろうかと

いうところからスタートしました。鹿児島大学さ

んは、地（知）の拠点構想という形で文科省の認

定を得たいということで、薩摩川内市にぜひ協力

をしてほしいということでありましたので、地

（知）の拠点構想といった形の文科省の認定を受

けるために、私どもも非常にお手伝いをいたしま

して、今年度、認可されております。 

 その中に、鹿児島大学は鹿児島市と、それから

薩摩川内市、奄美大島、与論町といったところを

リーディングプロジェクトして、一番の最初の取

り組みとして進めていこうという計画になってお

ります。 

 具体的にはこれから始まるんですが、我々とし

ては、鹿児島大学さんの実習、生徒の実習の場で

あったり、それから研究の場であったりといった

ものが、この薩摩川内市にできないだろうかとい

うことで、今、進めているとこであります。具体

的になっていくのは、これからですけども、少し

ずつ見えてくると思いますが。今、進めているの

は、太陽光を例えば農地との関連で、鹿大の農学

部、それから建築といったところで研究ができな

いかというようなことも、進めてるところであり

ます。 

 身近な例としましては、鹿児島大学は地に着い

た形で、地元の何か活性化につながるようなこと

ができないかといったことを含めて、今、検討し

てるとこでございます。 

○委員（江口是彦）はい、わかりました。それ

で、さっき言った実証実験だとか、実証事業、今

後どうなっていくのかなというのを、効果を含め

て注目してるとこなんですが。最後に、今後の施

策にどう結びつけていくかというまとめをされて

いましたけど。例えば甑島への電気自動車の導入

の実証事業がどうなっていくのかとか、期待され

る効果とか、そういうのもお聞きしたいんですけ

ど。 

具体的にあれを教えていただければ。スマート

グリッド実証実験として、もう一般家庭、モニ

ターが２３０世帯導入されてるということで、電

気使用量の見える化などの試験ももうやってるん

だということで。それで、具体的には、そういう

見える化を通して、この実証実験の普及とか、一

般家庭まだ広げていかれるんでしょうけど、その

辺をもうちょっと。僕なんかにも見える化で、ど

ういう形になってるのかなと。想像がなかなかま

だできてないんですけど。具体的に２３０世帯で

行われてること含めて、今後どう発展していくの

か教えていただけたら。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）スマー

トグリッド実証実験は、二つの実験があります。

一つは、寄田でやってます太陽光の設備をつくっ

て、それから疑似の電力配電網をつくって、これ

からどんどんふえていく再生可能エネルギーをど

のように配電網で受けとめていくかというような

実験が一つです。 

 もう一つは、今おっしゃいました、モニターに

見える化端末をつけまして、電力が見えるという

ことで、今までは供給する側、要するに発電所側

で電力のピーク、要するに電力予報というのがご

ざいましたと思いますけど、９５％ぐらいきょう

はいきますよといった電力予報に基づいて発電所

側で制御しているというものを、今度は需要のほ

うでコントロールできないだろうかと。 

 要するに、今どんどん電力を使っていらっしゃ

いますが、１２時ぐらいのころに、このまま電力

を使っていかれると電気代が高くなりますとか、

もしくはもうちょっと下げてもらう、もう使わな

いでいただくと、電気代、料金を下げますよとい

ったような、需要家のほうでコントロールする実

験を、これは九州電力さんがやりたいということ

であります。 

 我々は、そういう実証事業に乗るというのは、

そういった供給側、需要側のほうに九電側からア

クセスして見れるということの、要するにＩＣＴ

を使った、インターネットを使った回線ができ上

がるということを活用して、薩摩川内市内におけ

る、例えば見守りであったり、市民サービスにつ

いてできるんではないかというような付加価値の

実験を今やろうとしてます。 

 これは、市民の安全安心といったものにつなげ

られないだろうかという実証実験を加えていきた

いと思ってます。ですから、今後、電力の見える

化メーターというのがついていきますので、省エ

ネにはつながる、地球温暖化にはつながりながら

も、そういった見える化を使いながら市民サービ

スの提供といったものが、今後、発展系として使

えるのではないかというふうに考えてるとこでご
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ざいます。 

○委員（下園政喜）スマートハウスについて、

もうちょっとお聞かせいただけませんか。建物の

床面積は、幾らか承知してないんですが。あれだ

けの業者さんからいっぱい、例えばユニットバス

とか、クロスまで入れて、トイレの器具とかいっ

ぱいいただいたんですよね。その割には相当高く

ついているなって考えよったんですが。今、他市

の例を言われました。 

 よそからすれば安いんだということなんでしょ

うけども、やっぱり一般市民がつくろうかという

意欲が出てくるぐらいの単価だったらよかったの

になと正直思っておるんですが。 

それとスマートハウスという名前がついていま

すので、住宅ですよね。前、見に行きまして、寝

室も一つしかない、ベッド数が二つしかない、二

人しか寝れないようなスペース、ああいうのを見

ましたときに、家族４人ぐらいで生活していくん

であれば、あとの二人はどこに泊まるのかという

こと。子ども室もないよなということなんかもい

ろいろ考えてみまして、あれを見に来られた方が

住宅なのか、展示場なのか、事務所なのかという、

ちょっと判断に困るような建物であったことは僕

はそう直感したんですけども。 

それと業者さんから物すごい、１９ですか、い

ろんなものを提供していただいておりますが。こ

れはもう提供であって、もらいっきりということ

なんでしょうから。これはもっといろんな新しい

機種ですけども、メンテとかというのはどうなっ

ておるのか、その辺もちょっとお聞かせいただけ

ませんか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）建物の

延べ床面積は約４０坪です。建物からいくと割っ

ていただくと１００万円ぐらいになるということ

になりますので、我々がつくる建物について考え

ると高いという感覚になられると思いますが。御

案内のとおり公共事業をされているとわかると思

いますが、必ず監督員それから主任技術者という

のは常駐しなければならないといったことになり

ますので、若干、申し上げにくいんですけども、

民間の事業と公共事業とは異なることになります。 

 ですから、そこで比べるのではなくて他市の公

共事業と比べていただいて、公共事業の持つ意味

というのが別にございますので、そこはもし民間

でつくるとすれば、おっしゃるとおりの値段で多

分でき上がると思います。これは、例えば公募型

プロポーザルで公共事業のやり方をしましたが、

完全にＰＦＩみたいな形で、民間につくっていた

だいたものを買い取るというふうな形にすると、

さらにコストが下がるというふうな仕組みもあろ

うかと思いますが。今回は、こういった事業に地

元の企業も参加して工事にも携わってもらうとい

うことが公共事業の大きな目的でもありますので、

一般競争入札という、それも総合評価という形で

発注しております。１問目はそういうことでござ

います。 

 それから、ものを見たときに集会所なのか、そ

れから一般のモデルハウスなのかと非常にわかり

づらいということでありますが。まず公募をかけ

たときの提案を受けたＵＤＳという会社からの提

案のコンセプトは次世代の住み方ということで、

まず御夫婦から始まる。御夫婦から始まると今の

あの家の形で主寝室が２階にある形でも全然問題

はないと。子どもができた。だんだん子どもも大

きくなるにつれて、間仕切りを例えば家具でやっ

たり、そういったカーテンでやったりというよう

な間仕切りをしながら、可動のものでつくってい

くというコンセプト。ただし、親子でありますの

で可視化できるような、ただいまと言ってすぐ

２階に上がるような、そういったことではないよ

うな家にしていこうというようなコンセプトで家

はつくってあります。 

 ですから、あの家のコンセプトは、その後に子

どもたちが卒業して、また老夫婦になったときに

も、また１階にベッドを置いて暮らせるというよ

うな、次世代型の住み方という提案でつくってご

ざいますので、今のところは非常にがらんとして

おりますが。今後は、あそこでいろんなイベント

をしながら、今のところ集会所というような形に

なろうかと思いますが、そういった住まい方もお

示ししながら、説明していきたいと思っておりま

す。 

 それから、いろんな企業から寄附であったり無

償貸与しているというものでございますが、メン

テナンス費用まで含めた形で契約しています。無

償貸与の場合は。 

３年後、もしくは５年後とかいった形で、これ

を私どもが例えば売却するとか、そういうことに
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なった場合においては、とりあえず撤去していた

だくというような契約になっておりますが、そこ

は協議の上、決めるということになっておりまし

て、多分撤去はできないものがありますので、建

築建友会からはもう寄附しますという形でいただ

いておりますし、そうでないところもあります。 

 例えば、電気自動車であれば持って帰れますし、

外せるものと外せないものといったものがあろう

かと思いますので、そういったそれぞれにおいて

メンテナンスも面倒みていただいて、そのかわり、

そこでいろんなＰＲもしていただけると。ですか

ら、ただ箱をつくっただけで、話題性があった後、

消えていくような施設にしないためにも市内の企

業であったり、市民が集えるような場所にしてい

きたいというコンセプトでつくっております。 

 以上です。 

○委員（下園政喜）いろいろ説明していただき

ましたが、今後、展示場みたいな使い方をしてい

くとなれば、もう法律が全然変わりますよね。住

宅で許可をとっていらっしゃると思うんですけど

も。それはまた、とにかくとして、こんだけのも

のを説明できる職員が中に、市の職員が入るんで

すか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）私ども

が、まず直営ですので入るということになります。

あそこにはイベントをしている関係もありますか

ら、ＵＤＳという会社、設計をされた会社も、た

まには入っていらっしゃるということになります

が、詳しい説明になってきますと非常にわからな

い、もうちょっと説明ができないということにな

りますので、あそこにはテレビ会議システムとい

うものを用意してありまして、そこで事前に言っ

ていただくと専門家の方とテレビ電話の形で説明

ができるような最新の仕組みもつくってございま

す。 

 ですから、何か事前に－急に言われても困り

ますけど、事前に、こういう詳しいことを聞きた

いということであれば、東京からであったりそう

いうところから来られなくても説明ができるよう

な、次世代型の説明のできるような仕組みを取り

入れているということであります。今のところ住

宅で許可をとっておりまして、今後いろんなイベ

ントをするのに、もし必要であれば、事業所であ

ったり、集会所に用途変更をかけなければならな

いかもしれないということで、今、県と協議を図

っているところでございます。 

○委員（大田黒 博）この資料の説明は大体わ

かりました。新エネルギー対策課ができまして、

これだけのプロセスを経たんだということですよ

ね、要は。１点だけ詰めてちょっと質問していき

ますけれども、電力の自由化が今後、来ますよね。

これをどう捉えておられますか。まずそれからお

願いします。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）済みませ

ん。電力の自由化の捉え方ですけど、もう少し具

体的にお聞きいただけますと助かります。 

○委員（大田黒 博）新エネルギー対策課とし

て、スマートハウスとかされていますけれども、

私が思うのはこれだけ９,０００万円、１億円かけ

てスマートハウスをされる。 

 委員の方々が質問されましたけれども。これは

どれだけ金がかかって、コストがどういう形で消

費されるんだとかそういう問題等を言われました

けれども、それは物すごい大事なことだと思って

おりますけども。原子力が今こんな状態になって

おりますね。それにかわるエネルギーをやってい

くのが、この薩摩川内市じゃないのかな。それに、

新エネルギー対策課ができて、それに対応する経

済産業省から来られて、原子力にかわるものがず

っと出ていくんじゃないだろうかと思っているん

です。 

 ただ、原子力が再稼働する中に、原価ベースで

いった場合に８円程度かかる中に、これだけのメ

ガソーラーを張ったりすると、メガソーラーを張

りますと、個人に価格がアップされますよね。そ

ういうのを皆さん方が把握して市民に十分に伝え

られることが一番大事なんじゃないかなと思う中

で、電力自由化がきたときに、こういうもろもろ

がどう変わっていくのかなと思うんです。 

そうしたときに、このスマートハウスとか、こ

ういうのを広告されますけれども。捉え方が全体

を含めて捉えられておりますけれども、電力自由

化を含めたときに、市民の皆さんが電気に対して

捉え方がそういう捉え方でいいのかなっち思うん

ですよね。それを電力自由化に伴って、どう考え

ておられるのかなってことなの。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）新しい国

のエネルギーのあり方っていうのは、４月１１日
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に国家エネルギー戦略ができておりますけども、

それを踏まえまして、新しいエネルギーをどうや

っていくかというところで、今、幾つかの小委員

会が動いていますけれども、その一つの中に新エ

ネルギー小委員会というのがございまして、その

中で、今後のＦＩＴ法のあり方も含めまして議論

をされているところでございます。 

 幾つか小委員会が、新エネも、省エネも、原子

力もそうですけども、そういったものが年末ぐら

いまでにかけて議論されまして、それを踏まえて

新しいエネルギーのベストミックスあり方という

中で、その原子力はどれくらいパーセントを進め

るのか、新エネルギーがどれくらいパーセントを

進めるのか、そういったところをまさに専門家の

皆様方の議論がされておるところでございますの

で。市の今後のどれくらいやっていくのかといの

も、そういったベストミックスを、にらみながら

やっていく必要があるのかなっていうふうに考え

ているところでございます。今は、原子力も新エ

ネも、ということで両方でやっていくという形で

ございます。 

○委員（大田黒 博）対策監が言われます技術

員の方々、大学教授の方々が、エネルギーに対し

て、走られますよね。我々は原発を抱えて、エネ

ルギーがどう変わっていくのかというのを、皆さ

ん興味を持っておられるのですよ。 

ただ、その中で再稼働において正解なのか、そ

れよりもエネルギーに取り組んでいる新エネル

ギー対策課があるんだけども、どこにどういう形

で出てくるのかまだキャッチをされるまでいかな

いんじゃないなと思っているんです。 

だから、もう少し具体的に住民にわかるような

スマートハウスとかそういうものを発信していか

なきゃならないんじゃないですかって思っている

んです。 

 その中で、質問しますけど九州電力がメガソー

ラーに対して、５０キロ以上はメガソーラーにな

りますから、それに対して頭打ちになってきてい

ますよね。ずっと工事がストップしていますよね。

これなんかはどう皆さん方は捉えておられるのか。

その４２円と、３２円になって、皆さん困ってい

られますよ。そうすると、再稼働の原発がどうの

こうの、問題になってくれば、「我々に入ってく

る情報はどっちよ。大田黒どうなっているんだ、

川内は」って、なっているわけです、薩摩川内は。 

 その中で、交通整理をしながら説明してやらな

きゃいけないのが、皆さん方じゃないかと。新エ

ネルギー対策課じゃないかなと思っているんです。

その中で、こんなしてスマートハウスをされます

けれども、皆さん方が一緒くたにして、これだけ

できて、９,０００万円がどういう効果があるのか

とか言われますけれども。我々は、この前スマー

トハウスの見学会に行って、下の地熱をどう使う

かというのは、一つのポイントにすれば、すごい

ことだな、それを一家庭に置きかえればどうなる

んですかっちものが、皆さん、わかられるのかな

と思ったんですけどね。 

 皆そこにおられましたけど、そういう議論はし

たんですよ。だから、そうものを具体的に今から

展示会をしますというのは、そういうことだと思

っているんですけども。そういう捉え方はどうな

んでしょうかね。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）まず、新

エネのボリューム感ですけれども、ボリューム感

は先ほど御説明しました４月１１日の新しいエネ

ルギー戦略の中で、これまでの基本計画を踏まえ

て、再エネは電力量ベースで２０％を超えるよう

なところを持っていきましょうというのがありま

すので、まずそれを一つ目標にしていきましょう

というのが一つです。 

 その一方で、先ほど御紹介がありましたように、

前日９月８日の新エネ小委員会の中で、今の再エ

ネの認定ベース、ＦＩＴ後の認定ベースだけで見

ると、もう既に９４％ぐらい、認定ベースで達成

していると。 

 それで、今後どうするのかというのを議論され

ている中で、そういう状況でございますけれども、

何回もいいますけど、新しいエネルギー戦略の中

で、まずは徹底した省エネをして、その後で再エ

ネの導入を図っていきましょうと、そういう基本

的な戦略になっております。それを踏まえながら、

スマートハウスというのは、まずは各家のベース、

ゼロエネルギーハウスといいますか、できるだけ

自分たちでつくったものを消費して省エネしてい

きましょうと。その象徴でございますので、こう

いたものを薩摩川内市の中でもどんどんふえてい

けば、エネルギーを使わないような町になってい

くと。 
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 さらに、それをグリッドベースでやっていこう

というのでございまして、それはスマートグリッ

ドみたいなもので、九州電力のほうでは、大体、

平成３５年ぐらいまでにスマートメーターを全国

に普及させまして、それとＨＥＭＳみたいなもの

をつないで、今、実証でされていらっしゃいます

スマートグリッドの見える化でありますとか、料

金を変化させまして、消費電力使用量パワーを下

げていきましょうと、そういったものが薩摩川内

市、今は実証ですけども、それが全体的に広がっ

ていくということで、市全体として賢くつくって、

賢くためて、賢く使っていくと。そういったもの

になっていければいいのかなというふうに思って

います。 

 その中で、当然、新しい市場が出てきますので、

ただ単に導入するだけではなくて、そういったと

ころに市の方の産業面での関与ができていければ、

いいのかなというふうに考えているところでござ

います。 

○委員（大田黒 博）対策監が、今、言われる

のは国ベースですよね。国ベースが地方にきます

と、エネルギーの問題、電力の問題を、今さっき

言った原子力の問題、再稼働の問題、あるいはそ

ういう新エネができた問題になって。新しいビジ

ョン、市場と言われました。そういうものが、新

しい市場が出てくるっち、それは何を例にとって

言われますか、新しい市場というのは。今言われ

た。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）一つは、

まさに太陽光発電、どんどん進んでおりますけど

も。これも一つのユニットを分解しますと大体

３割か４割ぐらいがパネル関係、それ以外はパワ

コンでありますとか、土地の手当でありますとか、

あと設計でありますとか、実際の施工であります

とかになります。パネル関係も、実際、海外パネ

ルが入ってきておりますけれども、大体、海外パ

ネルが入ってくる率というのは、全体事業で合わ

せますと１０％ぐらいしかありませんので、大体

ほかの９割というのは日本国内の企業が持ちます。 

 さらに、その中の施工部分については、まさに

この地元の方たちがやっていかれますので、太陽

光がふえることに伴いまして、地場の方の企業、

お仕事、雇用の確保につながるというふうに考え

ておりまして、引き続き太陽光については、この

まま進んでいければいいのかなというふうに考え

ているところでございます。さらに、そのほかで

いきますと実証で水力発電をやっていきますので、

この前の特別委員会でも御質問がございました。

御意見が、御指摘がございましたけれども、せっ

かく実証をやって行きますので、この実証にも地

場の方に絡んでいただきまして、事業者として展

開する場合もありましょうし、設備の一部でも、

部品でも、施工でも結構ですけど入っていただく。

で、そこの関与していただけるような形になれば

よろしいのかなというふうに考えているところで

ございます。 

○委員（大田黒 博）そのとおりなんですよ。

確かに言われるそのとおりなんですよ。それが地

元におりてきますと、ほんなら補助金がついたね、

４２円から３２円になったなかで、補助金がどれ

だけあると、メガソーラー張ったときにね。それ

をやろうとみんな、やっています。ここ２年ぐら

い。それが、頭打ちになったというのは、九州電

力がストップをかけて、どういう状況だというの

は今、把握されていますかという質問をしました

けども、どうなんでしょうかそこは。ずっと詰ま

っているんですよ、コンクリを。それはどう思い

ますか。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）九州電力

に限らず、９月１０日の新エネルギー小委員会の

中で資料が出てきておりますけども、今のＦＩＴ

法の認定ベースで見ると、既に２０３０年の目標

の９４％が既に申請で、ＦＩＴ法の中に認定され

ていると、そういう状況であるということは、全

国的にもそういうことがあるっていうことでござ

ます。 

○委員（大田黒 博）ですから、さっき対策監

が言われた個人が、個人がベースで、メガソー

ラー張ったときも、そういうものがずっときてい

るわけですよ。その全体に全国部のメガソーラー

の需要といったものがそれだけの数字が出てくる

わけですよ。なおかつ、田舎においては、土地が

あったら、まだ張ろうと思っておられるんですよ。

たくさん。 

その中で電力の自由化を含めて、その次の手を

打たんことには、これはもう、ごっちゃになって

きますよ、電力においてですよ。九州電力の再稼

働もし、進められる。なら、メガソーラーはそう
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して進んでいく中に、ほぃなら個人の電力にはね

返ってくる。それをもう少し交通整理していかな

いといけないというのは、国の仕事なのか、地方

にもおりてきた、そういうものの仕事なのか。ど

っちだと思っておられるのかということですよ。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）エネル

ギー戦略は、まず国のほうで、大きなフレームは

決めていただくというのが先にあると思います。

それを踏まえて、各自治体ベースでそれをにらみ

ながら、具体的施策を展開していくことだと思っ

ております。 

○委員（大田黒 博）今、言われるのは最もで

すよ。我々わかるんですよ、国ベースもね。だか

ら、この薩摩川内市において、我々地元において、

電力の自由化が来るけど、どう思われていますか。

そういうメガソーラーも頭打ちになってきたり、

工事がとまっている。エネルギーに対して、それ

を何とかしなきゃいけないのは、我々を含めて新

エネルギー対策課の方々じゃないかなと思ってい

るんですよ。それをどう判断されて、どう対応し

ようとされていますか。少しお聞かせ願いません

かということです。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）全体的な

大きなフレームは、何回も、一番最初に冒頭で御

説明しましたけども、新しいエネルギー戦略を具

体的にどうするかということで、各小委員会で具

体的に検討されていらっしゃいます。 

それを踏まえまして、それが１２月末ぐらいま

でに中間報告が出て、それを踏まえてベストミッ

クスの議論に入ると。ベストミックスの議論で各

電力の割合がどれくらいになるかってなれば、ま

ず大きな道筋はわかると。 

それは、それとして、今、薩摩川内市が取り組

んでおりますたくさんの事業がありますけれども、

それは４月１１日に出されました基本計画に沿っ

たところの事業でございますので、これはこのま

ま進めていってよろしいというふうに考えている

ところでございます。 

○委員（大田黒 博）一つ具体例を言いますね。

国がエネルギーをされて－大分県があります。

大分県は温泉の町ですね。鹿児島もそうなんでし

ょうけども。温泉の町に安倍総理が来られて、何

をされたか。地熱発電を普及させようと思って、

物すごく勢いで地熱をされているんです。今すご

いですよ、その地熱においては。ただ、そこにメ

ガソーラーが今度は普及してきて、地熱とメガ

ソーラーとのタイアップで何かされているんです。

そこに補助金がつきましたし、何で大分県だけ、

つくんですかって国に言いたいんですけど、それ

だけやっぱり一生懸命頑張っておる国がですね。 

 今度は、別なさっき言われた、新エネルギーと

して開発されたものに、そこにまた国の補助金が

幾つも今度はつくという情報もあれば、ついてい

るところもあれば、すごいなと思っているんです。 

 それを、鹿児島県に何課でしたかね、糸原課長

のところでした、行って説明すると、ほぃなら検

討してみましょうということなんです。 

 今、対策監がいう国が持っていくエネルギー対

策において、地元がそれだけ頑張らんことには補

助金はつかないんじゃないかなと思っているんで

すけど。補助金のつき方も聞きたいし、そういっ

たところに、そういうスマートハウスを打ち出し

ますけども、薩摩川内市独自のものがもう少しあ

っていいのかなと思っているんです。 

だから、そこに水力、小鷹井堰のものも少しお

くれていますし、何が薩摩川内市でメーンになっ

ていくのかなと思っているんです。 

 ですから、スマートハウスにしても、これだけ

の業者さんが集まって、１８の業者さんが集まっ

て、団体が集まってする中に、少し特化したもの

ができないのかなと。皆さん困っておられるのに、

そこに対応も打てない状況ではいけないんじゃな

いかなと思っているんです。 

 だから、メガソーラーを張られる方が困ってお

られる中の対策もできていないし、それを何とか

したいのは議員の皆さんもそうじゃないかと思う

です。そこに再稼働があった場合には、どういう

方向性になっていくんですかって、僕は不安で不

安でたまらないんですけども。そこには、ほんな

ら電力の自由化が進んできますよ。送電の範囲と

か、そういう部類まで出てくると思いますけども、

それは九州電力が主力をとってやるのか、国がと

ってやるのか、薩摩川内市がこういうエネルギー

対策の問題において、先に先に走りながら主導権

をとっていくのか、国と一緒にやれる状況にある

のか、その辺が疑問でならないんです。 

 回答はないでしょうけれども、私の考えが－

今、物すごく地元の住民の方々に電力は電気代が
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上がる中で、再稼働があったら電気代が下がるん

ですかと確認もありますけれども、それは下がる

でしょうと僕は言うんです。メガソーラーをどん

どん張っていくと、家庭に反映するわけですから、

電気代が。それは、とめられるんじゃないかなと。

だから、そういう具体的なものを住民の方々に、

もうちょっと示さなきゃいけないんじゃないです

かと思っているんですけど、その辺を一緒にやり

たなと。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）私のほ

うからは、薩摩川内市が、今、目的としてやって

いることを、ちょっと説明しますと。まず、雇用

を生むような施策ができないかということで、企

業誘致というのは、簡単にはいかないですけども、

何か雇用を生むような施策ができないかというの

が、まず第１。 

 そして、地域活性化につながるようなものにし

なければならないという目的で今、やっていると

ころでございます。雇用を生むようなことという

ことで、第１号のメガソーラーをおひさま発電に

つくっていただいたおかげで、今、そのメガソー

ラーの事業につきましては、地元の企業さんもみ

ずからやれるようになり、今、おっしゃるとおり

回答待ちになるぐらいの勢いで、たくさん進出し

ていただいているところであります。 

 ただ、この地域の方、それから市民の方につい

ては、まだ深く浸透していないんじゃないかとい

う御意見もありましたので、スマートハウスとい

う形で、見て見学し体感すると、これは企業の

方々も含めて自分たちでどう相談を受けたとき、

どのように答えるかっていうようなことができる

ような場をつくっていこうと。わかりやすく、例

えば地元の工務店さんに相談があっても、なかな

か見せるところがないというものもあろうかと思

います。そういうところをぜひ活用してもらうよ

うなところ、目で見て、理解していただくという、

まず市民の方々に触れてもらうようなことを進め

ていくというのが、まず第一歩であります。 

 そして、地域活性化にどうつながるかというこ

とで大きな事業だけではなくて、例えば温泉活性

化協議会のように、何がしか地域に貢献できるよ

うなことがないかという話がありましたので、半

年、１年勉強をして、では水力を使って、それを

電気をつけるということは、今後、農業とかにも

活用したり、ものをつくるといったところに電気

を、自然エネルギーを使えるんではないかという

ようなところを今、話をしながら進めているとこ

ろであります。これはもう小さなことであります

が、地域活性化につながっていくんではないかと。 

 先ほど説明しました小水力発電についても、部

品であったり、施工であったりそういったノウハ

ウを地元に落としていって、それが起業に結びつ

くではないかというようなこと。そして今、ＬＥ

Ｄについても地元発で、内発で物ができないかと

いうことで研究を進めていったりということとし

ております。今後、自由化になってきて、今、

ソーラーをされている、ひとり歩きして頑張って

いらっしゃる方々のフォローについても、例えば

こっちは農地であってできないとか、どういうふ

うにして連携したらいいかという御相談も個別に

受けながら話は進めております。 

 ただし、もう皆さん非常にかなり自分たちでも

されていらっしゃいまして、かなり今後のことを

不安されているということを、今、御説明があり

ましたので、そういった情報をとって、またその

今、進んでいらっしゃるソーラーの会社さんにも

フィードバックできるような形で相談に乗ってい

きたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（今塩屋裕一）私のところもですけど、

４２円から３２円になって、九州のほうは頭打ち

になっているんじゃないか。太陽光パネルをする

には、今から始めると難しいんじゃないかという

声があります。再稼働もかねてなんですけど。 

 そうする中で出前講座等されて、企業も興味は

相当持っていると思いますし。屋根貸しの例ある

ように、公共施設、今後企業が踏み入れたいので、

こういった公共施設を提供して、企業にもうけて

もらい、先ほど課長が言われたとおり雇用につな

がるといった施策というか、今後の考えがあり。

そして太陽光ばっかりじゃなくて、南国殖産の企

業に言わせれば、こっちの薩摩川内市のほうは小

水力に関しては難しいと。ほとんどがやっぱり大

隅半島のほうに行かないと落差もあり、小水力に

向けてというので、あっちのほうは４０カ所ぐら

いあるみたいです。 

 その中で今、５カ所ぐらいを民間と、そして南

国殖産の大手企業とで組んでやっている。もうこ



－16－ 

っちのほうじゃ難しいという声を耳にしますし。

そうなると今後、太陽光、民間のその企業に提供

という－公共施設を提供という考え。そして例

えば北西の風が強ければ風力発電。これもやっぱ

り値段がまだ５７円から下がっていかないですよ

ね。そういったのをかねて、例えば西方だったり、

川内港だったり、甑島に向けての洋上型の風力発

電、そういったのをこういう場所を提供するよと

いう、新エネルギー対策課ができてやっぱり相当

注目されていますから、そういったのがあればお

聞かせください。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）最初の

ほうに御説明がありました小水力の適地が、どう

しても大隅半島しかなくて、というのは結局、落

差がないということで、まず水力の発電事業者っ

て方々は、採算性が取れるところから着手される

ということになります。大部分は、薩摩川内市の

ように低落差なところで発電ができないような、

でも水はあって用水路があるというようなところ

で活用できないかという、全国にもたくさんある

ということで。今回実証をするのは低落差でもで

きる、らせん型の水車を薩摩川内市で実用化も含

めて検討しようというのが目的であります。 

 これは、大きさ大小ありますから、これを全国

にあります低落差なところに、これを売っていけ

る。ですから、先ほども言いました地元の企業が

核となって売っていくようなことにできないだろ

うかということで、地域ではもうなかなか水力は

適地はないんですが、こういったものをノウハウ

を売っていく、もしくはそれを施工者として売っ

ていくというようなことを、一緒に日本工営さん

とできないだろうかという交渉を今、していると

ころでございます。 

 これが具体化すると非常に、今は採算性がとれ

ないと言われる低落差ですけども、うまくいくと

いうことがわかれば横展開、全国展開できるので

はないかというふうに考えています。 

それから公共施設であったり、あいているとこ

ろで風力発電だったり小型風力であったりという

ようなことで、実は相談が結構来ておりまして、

大型風力につきましては、アセスメント関係で非

常に適地というのは難しい状況でありますが、そ

ういったこちらから見えてどこがだめだとか、そ

ういった御相談を一緒にやったり、小形風力が

５０幾らって非常に高いということで、採算性が

取れると言われるんですが。実は耐久性も含めて、

まだ実証されたことがないという不安があられる

ということで、ぜひその公共施設でパイロット的

に置かせていただけないかという話もきておりま

す。もうおっしゃるとおりでございまして、どこ

かでそういった実証のような形でできないかとい

う考え方です。 

 これを、実証をどういうふうにつなげていくか

というのが、今後大事でありまして、先ほど言っ

た、らせん水車についても地元にそのノウハウを

生かしていく、風力発電についてもその風力の適

地がこういったことだというノウハウを地元に落

としていく。今後、今出しております蓄電池実証

につきましてもエネルギーサービスという形で、

それがサービス会社として成り立つのではないか

ということで、そういった実証を起業につなげて

いくようなことにして、落としどころにしていか

なければならないというふうに考えて、今、進め

ているところであります。 

○委員（大田黒 博）今のちょっと関連ですけ

ど、課長。水力発電を、らせん状を企業別でやっ

ていきたいというのを、我々どこでしたっけ、視

察に行きましたよ。やれないということを皆さん

判断され、言われたんですよ。その辺はどうなん

ですか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）水車に

つきましては、ドイツから輸入して、今回つけま

す。ですから、そういうノウハウは日本にないの

で、非常に発電機自体が高い、コストが高いって

いうこともあって、効率性とかしっかり調べてな

い。視察に行かれた元気くん、青い水車について

もその単価が高いので、導入する単価が高くて採

算性が合わないと。 

これを採算性に乗せるには、やはりたくさんつ

くって、適地をうまく乗せていく、汎用性のある

ものにしていかなければ、採算性は合わないとい

うことになります。ですから、なるべくその低落

差、要するに用水路から落ちて用水路に行くよう

なところで、つけられるような簡易なものにだん

だんしていって、採算性を上げていくということ

が大事だと。ですから、そこにちょっと挑戦をで

きないだろうかということで検討をするというこ

とになります。 
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○新エネルギー対策監（松枝賢治）小水力に

ついて補足させてもらえますと、これはまさに実

証試験で、今まさに高いんで、大きく何点か改良

点ありますけども、一つは軸受けを油レス化しま

しょうという話と、発電機を改良しましょうとい

う話と、増速機を切り離してできるようなものに

しましょうということで、技術的な実証を通じて

コストダウンを図っていきましょうと。 

それがうまくいけば、うまくいくのは大前提で

ございますけども、そういったうまくいくような

実証をしていきたいということで、それを踏まえ

てコストダウンを図った上で展開していきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○委員（大田黒 博）そういうのを、ドイツ製

がいいというような状況があって、まさに実証実

験なんでしょうね。そういうのを一つ一つ捉えた

ときに、そういうとこを少し委員会に問題提起を

して、今そういう方向ですというようなものをし

て、それ今９,０００万円ですよ、今は。それが実

際やって幅を広めていくには、どこまでのコスト

だったらできるのか、皆さん方に少し落として、

そういうものからやっていくのが実証じゃないん

ですかね。そういう保障－どこまで落として、

中小企業はですよ、やられると手を挙げたときに、

どれだけの金額だったらやれる－という考えを

お持ちなんですか、そうだったら。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今、汎

用性のあるのはドイツしかないです。水力発電の

主な工事費は土木工事が８割とか７割を占めます。

ですから、がっさりと水路をつくったり落差をつ

くったりするところの工事費がかなり大きく占め

ていますので、なるべくそういうところにお金を

使わないようなところにつければ、おのずとコス

トは下がっていくというふうに考えられています。 

 ですから、例えば魚道につける、魚道につける

と、もともと落差があって魚道があるわけですけ

ども、そこを魚が上がっていくということが今回

の実証実験でわかれば、魚道につけてしまえば工

事費も安くつくということで考えられるんじゃな

いかというような、実証実験を今回いたします。 

 今回、９,０００万円かかった費用につきまして

は、３分の２が経済産業省で３分の１は日本工営

さんということで、我々はそれの場所とそれから

流量調査という形で提供しながら、一緒になって

それを市内企業に生かしていこうということです

から、今始まっていないですので、どれくらいの

採算性になるのかというのは、今後、本当に回る

段階になってからということになります。何でこ

んな時間がかかるかということは、まず水利権を

取るというのが必要だと。許認可期間の申請とい

うのがあるということで、我々も今回初めて水力

発電に一緒になってやったんですが、これを民間

の方々がやるというのは、非常に大変だなという

実感はございます。 

 だから、そういうところも含めて、民間の方々

が実際にやるというときに、こういう問題がある。

許認可に問題があるっていうのもわかってきまし

たので、こういうノウハウも一緒になって実績と

して上げて、ではどれくらいでできるかというの

はわかってくるものだと思っています。 

○委員（大田黒 博）まさにそのとおりだと思

うんですよ。課長が言われるそういうものを、こ

の委員会は何のためにあるかといえば、そういう

ためにあると思うんですよね、一つは。 

 だから、皆さん方が情報が入ってきていないも

のは地元のことではないかなと｡上から、国からの

ものはどんどん入ってきて、対策監はそんなこと

を言われますけど。僕が言いたいのは、地元に落

としたときに、皆さん思っておられませんよ、そ

こまできてませんよということなんですよ。それ

を詰めていくのがこの委員会じゃないかなと思っ

ているんです。 

 だから、先ほど江口委員が言われた、甑島で電

気自動車の実証実験をして、それを今度はどうし

て生かしていくかですよ。こんなして新聞に水素

とかしてくれば、スタンドをつくるにしても水素

併用用のスタンド、つくろうかなって研究されて

いるところ、あると思うんですよね。後手後手じ

ゃないかなと思っているんですよ。 

だから、一つはそういうものをマッチしたもの

を、こうしたものに。皆さん、企業を大事にして

いく、企業ベースになっていかないか。再三、委

員会ごとに言われますけれども、どこでどういう

形で見えてくるのかなっちいうことなんですよ。 

 だから、一緒にやっていきましょうって、我々

も一緒にしましょうということですから、ぜひそ

の辺を少し落として、住民のために、企業のため

に何とか、そういうエネルギーを大事にしながら、
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そういうこの町しかできないものを、たくさんあ

ると思う。町しかできないものがですよ。原子力

を抱えていろんな意見が出る中で、新エネがあっ

て先を走る。マッチさせればすごいものができる

と思っているんですけども。もう少しそこをお互

いにやりたいし、していかなきゃならないんじゃ

ないかと思っているんですけど。 

 以上です。 

○委員（持原秀行）今、大田黒委員が言われた

のは全くそのとおりです。だから、地元の人たち、

市民がどれだけ捉えてやり切れるかですよ。 

スマートハウスの意味合いというのはわかりま

した。先ほどの課長の説明で、いろんなものを目

にして、手にして、そしてこうふうな使用方法と

かそういうのがあるんだよ。経済的に見たらどう

なるのかなというのは、それはつくられる市民が

判断するということでは、モデルルームといって

いいと思うんですが。要は、福島原発事故後の最

初の原発稼働ということを間近に踏まえた中で、

新エネルギー対策課というのがここにできてです

よ、これがやっぱり新エネルギー対策課の皆さん

方の仕事の中で将来的に原発再稼働を踏まえた中

での方向性、そこの中でこれが後退するようなこ

とではいけないと私は思ってますので。そこら当

たりの整理も含めてきちっと市民へ広報する、バ

ックアップする、そういうふうにやっていくんだ

と。その方向性は、やはり持ち続けていかないと、

何のために新しい課をつくって、何をやっている

のよということに決してならないような、やっぱ

り進め方をしていただきたいなというふうに思っ

ていますので。新エネの進むべき方向性ですよ。 

 「もう再稼働したら、もういらん」とかと言わ

れたら、今までやってきた努力というのは、何も

ならないですよ。市民に対して、これだけ新エネ

対策課がやって－こういう行動計画もつくり、

ビジョンもつくり、それに向けてやっぱりやって、

いくんだよという姿勢は、私は持ち続けていかな

ければいけないと思っているんですが、どうです

かね。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今の御

質問に対してお答えしますと、我々ができたのが

一昨年、平成２３年の１０月１日ということで。

原子力とは、もう別次元で再生可能エネルギーと

いうのは必要なものだということで、その当時は

全国でも、ほとんど最下位といっていいほど、取

り組みはおくれておりましたけども。向野さんを

迎え入れて加速的に進めてまいりまして、今では、

あした私が発表を全国でするっていいましたけど

も、非常に著名になってきているというような状

況にありながら、今後もそういったものは推進し

ていこうという考えです。 

 他方、市民の方々、それから地域の方々という

のは、一体全体、何を新エネ対策課はやろうとし

てるのっていう御意見があるということで、私ど

もは先ほど言いました意見交換会、地区コミに行

っての意見交換会であったり、そういったものは

続けておりますし、ＦＭさつませんだいという形

で広報を進めていったり、それから広報薩摩川内

で毎月出していますというようなこともやりなが

ら、実は、そういった一番我々の最大目標である

市民の方々に対して、我々の施策というのがどう

いうことなのかというのが、つながっていかない

というのが一番の課題ですので、そこら辺につい

ては－今回スマートハウスをつくりました。た

だ見学してきてくださいというような施設にしな

いで、体感してもらったり、そこでただ体験する

というだけでなくて、そこで会議をしてみたり、

いろんなイベントがあってそこに参加しながら、

実はエネルギーってこんだけ使いましたよってい

うふうな説明をしたりという形で、身近に触れな

がら、今後じゃあ私たちはどう貢献して、どうい

うふうにしていったらつくれるのか、設置できる

のかとかいうようなことも御相談に乗りながら進

めていけるんではないかな－と思っています。 

ですから、全然、別次元で立ち上がって進めて

いますので、それはそれできっちりと目標に向か

って進めていきたいと思っておるところでござい

ます。 

○委員（持原秀行）やっぱり福島のあの事故後、

やはり原発に代替するエネルギーは何ぞやという

ことで進んできて、非常にそこに期待するという

のが市民の大きな声でありますので、ぜひそうい

うところも踏まえて自信を持って進めていただき

たいというふうに思いますので、また、この委員

会も活用していただいたらと思います。 

 以上です。 

○委員長（森永靖子）課長、何かありますか。

いいですか。 
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○新エネルギー対策監（松枝賢治）原子力を

代替するというお話がございましたけれども、そ

れは代替するのではなくて、こちらの説明にあり

ましたけれど、原子力も進めますし、エネルギー

戦略に書いてあるとおりでございますけれども、

原子力は原子力で安全性が確認されたものは再稼

動されますし、省エネを徹底的に進めた上で再エ

ネ導入をできるだけ図るということでございます

ので、そのとおりやっていくということでござい

まして、薩摩川内市のほうでは既にビジョンであ

りますとか行動計画ができておりますので、それ

に従って着々と進めていくということでございま

す。 

○委員（持原秀行）対策監は言われたんですが、

ただ、市民の捉え方として、やはりこういう事故

があった、大変なことになったということは物す

ごく思っているんです。ただ国が言って、そのエ

ネルギービジョンの中で、国の施策の中で原発は

安全性のあるものは動かしていくんだと対策監は

言われましたけれども、そういう気持ちではない

市民が多いということを私は言っているんですよ。 

 だから、動かす、動かさないじゃなくて、そう

いう市民の代弁として私はここに出てきて言って

いるだけのことでありますから、そういう気持ち

は受けとめてください。 

○委員長（森永靖子）ほかにありますか。宮里

委員はないですか。 

○委員（宮里兼実）余りおもしろくないんだけ

ど。 

 私がこのスマートハウスを見学に行って、こう

いうのを行政がやっているわけ。何で、こういう

のをせないかんのかと。こんな６,０００万円もで

すよ。これは例えばの話な、土地代は入っていな

いわけでしょ、これには。これは土地代もこれに

プラスされるわけですけれども、今の時代に、こ

んな御時勢で、ああいうハウスを、まあ、展示館

だったら、まあ、こういうのもあるんだなと、こ

ういう家もつくれるんだな、あるんだなと、そう

いう感覚で、これをそれこそ見学に来られる方が

ほとんどだと思うんですよね。だから４０坪ぐら

いで６,０００万円も、その一代限りの、さっき課

長が言われたように、子どもが二人の夫婦がああ

いうハウスをつくって、そして、子どもを一人つ

くるか、二人つくるか、３人つくるかわかりませ

んけれども。その人たちがほとんどの家ですけれ

ど、子どもが大きくなって卒業していったら、ま

た夫婦二人になるわけですがね。そして、また夫

婦二人になって、子どもは巣立っていったんだけ

れども。その子どもたちがその家に帰ってくるか

っていえば、ほとんどが帰って来ずに、子どもた

ちは、自分たちだけのマイホームをつくっていく

わけですがね。まあ、はっきり言えば無駄の一代

限りの家に、こんな６,０００万円もかけてつくる

人がおるかと。 

 そして、ここに工事協力会社がほとんど室内の

中の設備をしていますけれども、これももう大体

１回つけたら一生これは買いかえんでもいいがと

いう品物ではないですがね。それこそ１０年、洗

濯機にしても、私はわかりませんけれども、

１０年もつけ、洗濯機も。もたないよな。まあ、

そういった面でこういうのはもうちょっと高い。 

 何か今、下園委員もおりますけれども、木造で、

今これだけ木造、木造って言うんだから、あの建

物自体も２０年ももたないような建物じゃないで

すか。だから、やはりもう少し単価を安くして、

課長も地域活性化、雇用、雇用と言われます。今、

木造でも製材所にしても、木材業者にしても、売

れない、売れないって嘆いているわけですから。

こっちは十分わかっていると思うんですけれども。 

 だから、やっぱりそういったようなモデルハウ

スを……。もうほとんどこれは金、金、金。田舎

の家には、それこそ想像もつかないような建物で

すがね。これも地中熱工事にしても、それこそ電

気設備、機械設備というけれども、これがもうで

き上がった時点が峠なんです。もう後は、またい

ずれかは、それこそ買いかえないかんというよう

なことがくることになるわけですけれども、それ

にしても余りに高いと。これはこれでいいです。 

 それと、屋根貸しがありましたがね、太陽光の

屋根貸しで。これを亀山小とか川内小、育英小と

いうのはわかるけど、西方コミュニティセン

ター…。これはコミュニティセンターか。ごめん

なさい、これは小学校と勘違いをしておりました。

これはいいです。 

 だから、こういうところも２０年、小学校にし

てもですよ、それこそ２０年、３０年、この屋根、

それこそ、そのままにしておるんならいいんです

けれども、いずれかはまた改修をしたりせな、お
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そらくそういうのが出てくるときに、また、そう

いうふうに屋根の上にのせてたらどうなのかと。

また解体もせないかんしというのが、この学校の

屋根貸しというのはいかがなものかなと。 

 余り私は、こういうのに関心はございません。

終わり。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）スマー

トハウスにつきましては、今後の使い方をしっか

りとお示しして、活躍するように、高いというも

のを払拭できますように、さらに活用してまいり

たいと思います。どうしても公共事業ということ

で、ちょっと言葉は、それ以上のことは言いませ

んけど発注しております。 

 他市の事例も紹介しました。他市の事例を紹介

しても逆に安いぐらいでございますので、今後ど

う使うかで判断してもらえるように頑張って使っ

ていきたいと思っておりますので、スマートハウ

スについては、見守っていただければと思ってお

ります。また、ぜひ報告させていただきたいと思

います。 

 それから、屋根貸しですけども、まず公募をか

けたのは２０年、３０年、今後も使うだろうとい

うものについてピックアップして公募をかけてお

ります。屋根の状態は、その業者が２０年間、防

水の面倒を見るということでつけていただいて、

協定を結んでいますので、我々は１０年とか

２０年後には屋根の防水をしなければならない費

用が発生するんですが、そういったものを太陽光

事業者に負ってもらいながらやるということで、

我々も有効活用できますし、屋根の維持補修もコ

ストダウンになるということでやっております。 

 さらには、非常用電源という形で地域の方々、

子どもたちの安全安心というふうなことにつなが

るということで公募しているという状況でござい

ます。 

 また、あと１業者の方が、今、締結に向けて進

めておりますので、また締結しましたら御報告し

たいと思います。 

○委員（宮里兼実）このスマートハウスは、や

はり雇用を生む地域活性化になるためには、やは

りこういうのを市民の方々が見て、これからこう

いう家をつくろうかという人たちは、今、現状の

ままでいきゃ、「これは高かをと。こげんとは造

いやならんでやなぁ、もうちょっと安かったら、

せめて、もうちょっと安ければなぁ」と思うよう

な価格での設定ができるようなふうに、これから

もしていけばなと私は思っています。これじゃ、

見学に来た人が「うんにゃ、こや、銭が高っかで、

この半分でよかが」というような感覚になってく

るんじゃないかなと思っておりますので、これか

らもそういうのに十分配慮していただければなと

思っております。終わり。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）このス

マートハウスなんですけども、あのスマートハウ

スそのものが薩摩川内市に普及していくっていう

イメージは、もう全然持っておりませんで。ス

マートハウスの機能として、経済的な機能であり

ますとか、防災的な機能でありますとか、グリー

ン的な機能とかございます。その機能を発揮する

ための設備というのが、ここに書いてあるような

ああいう設備でございますので。ああいうものが

一部分でも大部分でも少しずつでも入っていくこ

とによってスマートハウスの機能を持ったような

家が薩摩川内市に普及していくと。そこに市場が

生まれますので、そこに地元の企業の皆様方が関

与されて、地元の企業の活性化にもつながりたい

と。そういうことを考えているものでございます。 

○委員長（森永靖子）委員の皆さんでもう質疑

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（谷津由尚）ありがとうございます。こ

こで、番外ですけど、企画経済委員会じゃなくて

ここで言わせていただこうと思いまして、ちょっ

と番外ですけど質問させていただきます。 

 二つありまして、一つは各論になります。 

 まず、今、議論になっておりますスマートハウ

スの件なんです。大田黒委員がおっしゃったこと

とちょっと関連すると思いますが。スマートハウ

スは確かに高いものなんですけど、今、世の中に

ある、ありとあらゆるエネルギーが全部機能とし

て備わっているわけです。物すごいことなんです、

これは。このスマートハウスのメリットというの

は、テーマを決めて実証することじゃないかなと

思うんです。そう思ったときに、いろんな種類が

あるんですが、究極は４種類のテーマを持った実

証ができると思うんです。 
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 一つ目が、燃料電池１００％のときのメリット

とデメリット。メリットというのはガス代も少し

で済む、あと電気代はゼロということですね。た

だし、デメリットというのは、例えばエアコンを

つけたらテレビはつけるなよとか、そういう制約

が出てくるだろうと。 

 二つ目が、燃料電池プラスオールガスのメリッ

トとデメリット。これは光熱費的な問題と、あと

は生活をどんだけ制約されるかということですね。 

 三つ目がオール電化なんです。今度はガスゼロ

です。１、２は電気ゼロですけど、今度はガスゼ

ロです。ガスゼロのときの一般家庭でいうオール

電化の生活をしたときのメリットがどうかですね。

ただし、電気温水器がついているかどうかわかり

ませんが、それがなかったらちょっとこれはまた

考えないかんですけど。 

 四つ目が究極だと思うんです。自給自足の生活

をしたときにどうかと。これはガス代、電気代ゼ

ロという設定です。水道は別です。水道は含みま

す。そうしたときにどういう生活レベルができる

かという、どんだけ制約されて、どんだけの生活

ができるかという、これは実証する－私は、多

分日本でここしかないんじゃないかなと。それだ

けの機能が詰まっているところだと思います。 

 ですので、これを普通の一般家庭の生活レベル

に落としたときに、これに枝葉をつけて大体８種

類ぐらいにくくれるんじゃないか。それだけ実証

したその結果をもって、それを数値であらわすこ

とによって、本市の市民の方、あるいは業者関係

の方があそこを訪問したときに、先ほど課長が冒

頭で、これマイナスしてほしいとおっしゃいまし

たが、マイナスするための判断基準が必要なんで

すね。それをどれをチョイスすればいいかという

判断基準にやっぱりなるだろうと。 

 私は、スマートハウスはもうつくったわけです

から、もうそういうふうにこれを活用するしかな

いだろうと思っていまして、ぜひ……。そういう

ふうに思っています。これは質問ですから、そう

いうふうに思っていますがいかがでしょうか。こ

れが一つ目です。 

 二つ目です。先ほど、これもちょっと話題にな

りましたが、もっと宣伝すべきだと思うんです。

宣伝広告費をかけていただきたいと思うんです。

本市はこんだけ新エネルギーに打って出て、中越

パルプさんもバイオマスで八十数億円かけられる

という中で、本当に市民の皆さんが細かいこうい

うことを市がやっているということを御存じかと。

ほとんど知らないんです、まだ。だから、行政関

係の方だけ、あるいはその業者関係の方だけが知

っておるという状態で、ほんとにこれじゃいかん

なと。だから、新聞広告とか極端に言ったらテレ

ビで宣伝を流すぐらいのことをされてもいいんで

はないかと。まずは全市民で情報共有するところ

からスタートじゃないかと思うんですがいかがで

すか。 

 以上２点です。お願いします。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）まず

１点目、スマートハウスにつきましては、何度も

御説明しておりますとおり、ほかの自治体のス

マートハウスと違う点はフル装備です。ほかのス

マートハウスにつきましては、今、谷津議員のほ

うがおっしゃいましたように４つのテーマの中か

ら最適なのを選んで一つ提示してあります。 

 ところが、本市のスマートハウスは、全てフル

装備ですので、おっしゃられるようないろんな

テーマを絞りまして、実証ができるということに

なっておりますので。ぜひテーマを何種類か決め

て、こういった生活をするとどういったデメリッ

ト、メリットがあるか。これは実際やってみる

データとシミュレーションするということでお示

しできると思いますので。 

これができる施設というのは、日本ではここし

かないというふうに自負しておりますので、先ほ

ども言っておりますが、今後の使い方をどう見せ

ていくかというのが非常に大事だということにな

ります。かなり高いという御指摘はいただいてい

ますが、何度も言うようですが、公共事業で発注

しておりますので、その辺は御理解していただい

て、民間で発注した場合においては、大体これぐ

らいになるというのも、ぜひお示ししながらお値

ごろ感というんですか、そういったものもお示し

したいと思っております。 

 それから、２番目の御質問なんですが、一番重

要なことです。盆踊りで例えますと、我々が真ん

中で踊って太鼓をたたいているという状態で、実

は周りの方々に我々が何をしているかっていうこ

と、もしくは、もうやぐらに上がっていることす

ら見えていないのかもしれません。今、広報薩摩



－22－ 

川内、それからＦＭ、それから地域との対話とい

うのを繰り返しやっておりますが、なかなかここ

の部分が一番つらい部分でございますので、新聞

とかテレビとかいう媒体と使うっていう手がござ

いますっていうことで、テレビにつきましては事

あるごとに報道に投げ込みをしまして、取材をし

ていただくというような取り組み、それから、今

後はスマートハウス、いろんなイベントを発信し

て、そこで市の取り組みを含めてまた取材に来て

もらうようなこととかも含めて、複合的に、今の

ところ、その予算を持っておりませんので、そう

いった形で広報をやりたいと思います。次年度以

降、新聞とかテレビとか必要であれば、また検討

してみたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議員（森満 晃）済いません。９ページに補

助金のほうが掲載してあるんですけれども。いろ

いろ国の補助、市の補助金、あると思うんですが。

この国の補助金の申請と市の補助金の申請、若干

この期間が違うのかなと思うんですけど。意見交

換会なんかでもちょっと一般の方からできれば国

の申請と市の申請が同時にできないものだろうか

という問い合わせがありまして、その辺はどうな

んでしょうか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今、地

球にやさしい環境補助金の流れを御説明しますと、

国の申請をしていただいて、国の補助金交付決定

がおりましたと。それに基づいて施工をしていた

だいて、実際、国の基準にのっとって施工がなさ

れた、補助金がおりましたということを成果とし

て補助金を市に上げていただくということで。性

能のところ、確実なところというのは国の基準を

クリアしていただいたものが市の補助対象になり

ますよというふうな仕組みにしています。ことし

から太陽光がもう国はやめましたので、市だけに

なっていますので、市は国がやっていたような審

査をして交付しているというような状態になって

います。 

 ですから、何でそういうやり方をしているかと

いうと、国の基準にのっとって、しっかりとフィ

ルターをかけていただかないと我々の税金を交付

するというのは、なかなか厳しいということで、

今のところ国のフィルターをかけているところで

ございますが。ノウハウがたまってきますと、太

陽光のようにできると思っていますので、今のと

ころは同時にという形ではできていないというこ

とでございます。 

○議員（森満 晃）わかりました。 

 済いません、もう１点。１１ページに出前講座

が載っていますけれども。いろんな意見交換だと

か、これまでも何回もされていると思うんですが。

今後この内容については、また全体的な取りまと

めをされるのか、いつごろそういったのを出され

るのか、また、それをどのような形で今後に生か

していかれると思っていらっしゃるのかお聞かせ

ください。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）出た意

見につきましては、それぞれ実際まとめてござい

まして、意見とどういう内容かというマトリック

ス表をつくってございます。そのマトリックス表

に基づいて、我々は多い意見、こういうのは課題

として出ているという意見を予算とか、そういっ

た施策に反映させていくというふうな形にしてま

す。その表につきまして、でき上がっております

ので、お配りすることも可能でございます。 

○議員（森満 晃）できれば、そういうのをこ

ういう委員会で提示されてもいいのかなという意

見です。 

 以上です。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）意見に

つきましては、地区コミの方の意見のみきっちり

とまとめてございますので、お配りすることが可

能です。 

○委員長（森永靖子）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、先ほどの対策監の答弁についてを少し

協議したいと思いますので、協議会に切りかえた

いと思います。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１１時５５分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１１時５７分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

○委員長（森永靖子）本会議に戻します。 

 もう１回、対策監の答弁をお願いいたします。 

○新エネルギー対策監（松枝賢治）済いませ

ん。私、誤解を与えたんであれば大変申しわけご

ざいませんけれども。そういう決まっているとか

そういうつもりは全然ございません。こういうふ
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うに書いてありますっていうのを御紹介したって

いうことでございます。 

○委員長（森永靖子）よろしいですね。 

────────────── 

△委員長報告の取扱い 

○委員長（森永靖子）以上で、日程の全てを終

わります。本日の調査内容について、今期定例会

において、委員長報告を行うことにしたいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）御異議ありませんので、

そのように決定いたしました。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（森永靖子）それでは、次世代エネル

ギー対策調査特別委員会を閉会いたします。 

 本日は大変御苦労さまでした。 
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